
・鮭・・・4切れ(400ｇ)
・塩こしょう・・・少々
・酒・・・大さじ1
・小麦粉・・・
　　 大さじ1・1/2
・オリーブオイル・・・
　　　　　大さじ2
★焼き野菜
・玉ねぎ・・・1個
・なす・・・2本
・パプリカ(黄)・・・1個

【ソース】
・ドライバジル ・・・小さじ2
・水・・・小さじ3
・粒マスタード・・・ 大さじ1
・オリーブオイル・・・小さじ2
・白ワインビネガー・・・40㏄
・砂糖・・・小さじ1/3
・塩・・・小さじ1/4弱
・こしょう・・・少々

今回は「鮭のバジル＆マスタードソース焼き」を
ご紹介します。バジルの香りにマスタードを加えた
ソースで、少し大人な鮭の味を楽しめます。マス
タードの酸味がアクセントの一品です。白ワイン
ビネガーはお酢と白ワイン少々でも代用できます
よ。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp
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Ⓐ

Ⓑ

鮭のバジル＆
マスタードソース焼き

バジルの香りとマスタードの酸味が食欲をそそる

浜のおかあさん

レシピ

鮭はうろこと骨を取り除いて、塩こしょうをし、酒
をふって１０分置く。
玉ねぎは輪切りで４等分にし、なす、パプリカは縦に
４等分しておく。
Ａを合わせて５分置いた後、Ｂと合わせ、ソースを
作っておく。
フライパンにオリーブオイル大さじ１を入れ、玉ね
ぎ、なす、パプリカの順に焼き、軽く塩こしょうをし
て皿に盛り付けておく。
①の鮭の水分を取り、小麦粉を薄くまぶす。
フライパンに残りのオリーブオイルを入れ、⑤の鮭
の両面をこんがり焼いて火を通し、③のソースを回
しかけてからめる。
④の皿に盛り付け、残ったソースをかけて出来上がり。

❶

❷

❸

❹

❺
❻

❼

作り方

7
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斜里第一漁協

木村　恵子さん

特集
第54回 北海道漁業協同組合長会議
第67回 ぎょれん通常総会
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た
め
、
花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
優
れ
モ
ノ
。

最
近
で
は
、
体
内
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、

肥
満
を
防
止
し
て
く
れ
る
と
い
う
嬉

し
い
働
き
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

い
ま
す
。
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
脳
の
神
経
細
胞

を
活
性
化
し
、
記
憶
力
や
学
習
能
力

を
向
上
さ
せ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
加
し
、
胃
の
粘

膜
を
強
化
し
て
く
れ
る
と
い
う
個
々

の
作
用
も
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
。

　
体
に
良
い
油
で
話
題
に
な
っ
た
の

が
「
え
ご
ま
油
」
や
「
あ
ま
に
油
」

で
す
が
、
実
は
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る

「
α
ー
リ
ノ
レ
ン
酸
」
は
、
体
内
に
入

る
と
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
変
換
さ
れ

る
の
で
す
。
良
い
油
は
魚
か
ら
摂
れ

ば
い
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す

よ
ね
。

　
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
鮮
度
が
落
ち

る
と
酸
化
さ
れ
や
す
く
な
る
の
で
、

新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
。

刺
身
は
も
ち
ろ
ん
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼

い
た
り
、
ホ
イ
ル
焼
き
に
す
る
な
ど

魚
の
油
と
一
緒
に
摂
れ
る
調
理
方
法

が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
体
と
脳
の
健
康
維
持
の
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
積
極
的
に
新
鮮
な
魚
を
食

べ
る
の
は
と
て
も
良
い
こ
と
な
ん
で

す
よ
！

　
魚
の
油
に
含
ま
れ
る
「
Ｄ
Ｈ
Ａ
」

や
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
に
健
康
効
果
が
あ
る

こ
と
は
ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
は
今
、

注
目
の
「
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
」
の
一

種
。
中
性
脂
肪
や
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
減
少
さ
せ
、
高
血
圧
や
動

脈
硬
化
の
予
防
に
働
き
ま
す
。
血
液

を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
く
れ
る
の
で
脳

の
血
流
が
良
く
な
り
、
認
知
症
の
リ

ス
ク
も
軽
減
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
免
疫
機
能
を
正
常
に
保
つ

今月の栄養は…

今月の管理栄養士

「DHA」「EPA」

DHA

・ 中性脂肪・コレステロールを下げる
・ 動脈硬化の予防
・ 血液サラサラ効果、高血圧予防
・ 記憶・学習能力の向上  など

・ 脳梗塞や心筋梗塞などの
  生活習慣病予防

・ 胃粘膜の強化
・ 中性脂肪を減らす  など

EPA

体と脳の元気を守る優秀な魚の油

上坂マチコ
うえ  さか

なみまるくん
おさかな
栄養辞典

いわし、さんま、さば、あじ、鮭、まぐろ、ぶり、うなぎ、
真鯛、はまち など

DHA、EPAの主な効能

DHA、EPAを多く含む魚介類

まぐろ

さんま 鮭

ぶり

　今月から、札幌で活躍する2人の管理栄養士の方に交
替で水産物に含まれる栄養についてご紹介頂きます。

管理栄養士/美容栄養カウンセラー/
料理研究家/食の若返りプロデューサー
テレビ・ラジオ出演、新聞・雑誌などでコラ
ム連載や栄養監修、レシピ・スタイリングの
提供などを行う。講演会やメタボ指導、料
理講師、短大・専門学校の非常勤講師な
ど活動は多岐。昨年度は、ぎょれんと共に、
「美容・健康に役立つ昆布」の情報をフ
リーペーパーに掲載。

1　|
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［うみ・なかま コミュニケーション］

たこ漁の漁具を積み、出漁を待つ（羽幌港）
表紙の写真
北るもい漁協／小笠原 悠葵さんご家族です。

10 道漁青連 平成28年度第1回地区会長会議と
ぎょれん役職員との懇談会を開催

特集1
02 第54回 北海道漁業協同組合長会議

特集2
05 第67回 ぎょれん通常総会

浜の家族物語

北るもい漁協／小笠原 悠葵さん　ご家族12

なみまるインフォメーション14

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム13

15 「お魚殖やす植樹運動」植樹行事が行われました

DHA・EPA
なみまるくん おさかな栄養辞典

01
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特集1
SPECIAL

特集1  第54回 北海道漁業協同組合長会議

３つの議案が原案通り承認、決議された、第５４回全道漁協組合長会議

議長を務めた白糠漁協 柳谷組合長（左）と、副議長を
務めた北るもい漁協  今組合長（右）

ぎょれん 川崎会長高橋はるみ北海道知事

第
54
回 

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議

漁
協
経
営
構
造
安
定
化
対
策
や
漁
業
資

源
の
増
大
と
資
源
管
理
対
策
な
ど
、３
つ

の
議
案
を
決
議

　　
会
議
で
は
、
主
催
団
体
を
代
表
し
、
ぎ
ょ
れ
ん
川
崎

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
柳
谷
組
合
長
（
白
糠
漁

協
）
を
議
長
に
、
今
組
合
長
（
北
る
も
い
漁
協
）
を
副

議
長
と
し
て
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。
　

　
提
出
さ
れ
た
３
つ
の
決
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
各
系
統
団
体
、
協
議
会
他
関
係
諸
団
体
と

の
連
携
を
図
り
、
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
決
議
を
受
け
、
６
月
17
日
に
道
知
事
、
道
議

会
、
６
月
24
日
に
水
産
庁
、
７
月
中
旬
以
降
に
農
林
水

産
大
臣
、
道
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
決
議
の
実
現
に

向
け
て
要
請
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
6
月
16
日（
木
）、札
幌
市
の
第
２
水
産
ビ
ル

大
会
議
室
で「
第
54
回
北
海
道
漁
業
協
同
組

合
長
会
議（
全
道
組
合
長
会
議
）」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。全
道
各
地
か
ら
提
案
さ
れ
た
内
容
を

整
理
し
、最
重
要
課
題
と
さ
れ
る
３
つ
の
決
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、そ
の
会
議
の
模
様
と
決
議
内
容

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

提
案
主
旨
説
明
者

市
山
組
合
長

　
　
　（
ひ
や
ま
漁
協
）

提
案
主
旨
説
明
者

山
崎
組
合
長

　
　（
上
磯
郡
漁
協
）

決
議
内
容
に
つ
い
て

決
議
案
第
１
号

漁
業
経
営
構
造
安
定
化
対
策
に
つ
い
て

（
１
）
担
い
手
・
後
継
者
確
保
に
向
け
た
諸
対
策
の

推
進

①
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業

（
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
の
継
続
と
拡
充
強
化
を

図
る
こ
と

②
担
い
手
・
後
継
者
確
保
の
た
め
漁
業
活
動
な
ど

に
必
要
な
支
援
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

（
２
）
生
産
設
備
等
導
入
支
援
策
の
拡
充・強
化

　
競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
緊
急
対
策
事
業
の

制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

（
３
）
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

①
甚
大
な
自
然
災
害
被
害
に
係
る
新
た
な
支
援
制

度
の
創
設
を
図
る
こ
と

②
漁
業
共
済
制
度
等
の
見
直
し
な
ど
、
漁
業
収
入

安
定
対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

③
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
の
資
源
回
復
を

目
指
す
漁
業
者
へ
の
新
た
な
経
営
支
援
制
度
を

創
設
す
る
こ
と

④
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の

（
２
）
森
林・河
川・海
洋
環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
森
林
・
河
川
・
海
洋
環
境
の
保
全
及
び
流
木
等

を
含
め
た
漂
流
漂
着
物
対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る

こ
と

（
３
）
悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け
た

支
援
措
置
の
拡
充

（
４
）
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
拡
充

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
実
施
規
模

拡
大
、
活
動
範
囲
を
拡
充
す
る
こ
と

②
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
創
設
す
る

こ
と

（
５
）
原
発
関
連
諸
対
策
の
推
進

①
福
島
原
発
事
故
の
早
期
収
束
及
び
安
全
強
化
対

策
を
講
じ
る
こ
と

②
放
射
能
汚
染
水
の
流
出
完
全
防
止
及
び
韓
国
等

輸
入
規
制
の
早
急
な
解
除
を
図
る
こ
と

③
将
来
に
向
け
て
原
発
に
依
存
し
な
い
体
制
を
確

立
し
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
の
推

進
を
図
る
こ
と

制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

⑤
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久

化
を
図
る
こ
と

（
４
）
金
融
対
策
の
推
進

　
漁
業
近
代
化
資
金
融
資
制
度
等
に
係
る
改
善
と

充
実
を
図
る
こ
と

（
５
）
今
後
の
貿
易
自
由
化
の
新
た
な
枠
組
み
に
向

け
た
水
産
物
貿
易
対
策
の
強
化

　
貿
易
自
由
化
交
渉
に
お
け
る
本
道
漁
業
へ
の
影

響
を
回
避
す
る
こ
と

（
６
）
国
内
外
の
魚
価
維
持
・
向
上
に
向
け
た
各
種

流
通
対
策
の
推
進

①
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
の
制
度
拡
充
を
図

る
こ
と

②
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
、
魚
食
普
及
活
動
の

推
進
と
支
援
を
図
る
こ
と

決
議
案
第
２
号

漁
業
資
源
の
増
大
と
資
源
管
理
対
策
に
つ

い
て

（
１
）
資
源
増
大
に
向
け
た
諸
対
策
の
推
進

①
本
道
各
海
域
の
特
性
に
応
じ
た
栽
培
漁
業
等
の

推
進
を
図
る
こ
と

②
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
や
自
然
災
害
に

係
る
各
種
試
験
研
究
の
推
進

（
２
）
実
効
性
の
あ
る
資
源
管
理
の
推
進

①
T
A
C
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
管
理
制
度

に
お
い
て
、
各
海
域
の
実
態
に
見
合
っ
た
管
理

方
法
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

②
資
源
回
復
に
向
け
た
地
域
別
の
操
業
体
制
を
確

立
す
る
こ
と

　
決
議
案
第
３
号

漁
場
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

（
１
）
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
の
軽
減
と
支
援

の
拡
充・強
化

①
ト
ド
等
海
獣
類
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
実

効
あ
る
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

②
有
害
生
物
等
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ

イ
等
の
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、
ヒ
ト
デ
）
の
被
害
防

止
策
の
臨
機
対
応
と
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

③
ホ
タ
テ
付
着
物
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
対
策
の
推
進
を

図
る
こ
と

④
有
害
生
物
漁
業
被
害
総
合
防
止
対
策
事
業
の
拡

充
強
化
を
図
る
こ
と

提
案
主
旨
説
明
者

岩
田
組
合
長

（
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
）

3　| |　2
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特集1  第54回 北海道漁業協同組合長会議

特集2
SPECIAL

第
67
回 

ぎ
ょ
れ
ん
通
常
総
会

平
成
28
年
度 

北
海
道
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰

平
成
２７
年
度
取
扱
金
額
は
３
２
４
５
億
円

平
成
２８
年
度
は
魅
力
あ
る
本
道
漁
業
の
実

現
に
向
け
、果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す

　
ぎ
ょ
れ
ん
総
会
は
、
川
崎
会
長
の
挨
拶
（
次
頁
に
掲

載
）
の
の
ち
、
落
石
漁
協
の
中
野
組
合
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。「
平
成
27
年
度
の

決
算
」、「
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
」
な
ど
、
８
つ
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
道
組
合
長
会
議
の
中
で
「
北
海
道
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
現
職
・
前
職
２
名

の
代
表
理
事
組
合
長
が
表
彰
を
受
け
、
北
海
道
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

横
内
代
表
理
事
会
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
川

　憲
治
さ
ん

宗
谷
漁
協
　
前
代
表
理
事
組
合
長

和
泉

　
　優
さ
ん

香
深
漁
協
　
代
表
理
事
組
合
長

議長を務めた落石漁協 中野組合長

［単位：億円］

総取扱高の推移

決
議
内
容
に
つ
い
て

決
議
案
第
１
号

漁
業
経
営
構
造
安
定
化
対
策
に
つ
い
て

（
１
）
担
い
手
・
後
継
者
確
保
に
向
け
た
諸
対
策
の

推
進

①
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業

（
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
の
継
続
と
拡
充
強
化
を

図
る
こ
と

②
担
い
手
・
後
継
者
確
保
の
た
め
漁
業
活
動
な
ど

に
必
要
な
支
援
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

（
２
）
生
産
設
備
等
導
入
支
援
策
の
拡
充・強
化

　
競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
緊
急
対
策
事
業
の

制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

（
３
）
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

①
甚
大
な
自
然
災
害
被
害
に
係
る
新
た
な
支
援
制

度
の
創
設
を
図
る
こ
と

②
漁
業
共
済
制
度
等
の
見
直
し
な
ど
、
漁
業
収
入

安
定
対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

③
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
の
資
源
回
復
を

目
指
す
漁
業
者
へ
の
新
た
な
経
営
支
援
制
度
を

創
設
す
る
こ
と

④
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の

（
２
）
森
林・河
川・海
洋
環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
森
林
・
河
川
・
海
洋
環
境
の
保
全
及
び
流
木
等

を
含
め
た
漂
流
漂
着
物
対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る

こ
と

（
３
）
悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け
た

支
援
措
置
の
拡
充

（
４
）
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
拡
充

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
実
施
規
模

拡
大
、
活
動
範
囲
を
拡
充
す
る
こ
と

②
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
創
設
す
る

こ
と

（
５
）
原
発
関
連
諸
対
策
の
推
進

①
福
島
原
発
事
故
の
早
期
収
束
及
び
安
全
強
化
対

策
を
講
じ
る
こ
と

②
放
射
能
汚
染
水
の
流
出
完
全
防
止
及
び
韓
国
等

輸
入
規
制
の
早
急
な
解
除
を
図
る
こ
と

③
将
来
に
向
け
て
原
発
に
依
存
し
な
い
体
制
を
確

立
し
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
の
推

進
を
図
る
こ
と

制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

⑤
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久

化
を
図
る
こ
と

（
４
）
金
融
対
策
の
推
進

　
漁
業
近
代
化
資
金
融
資
制
度
等
に
係
る
改
善
と

充
実
を
図
る
こ
と

（
５
）
今
後
の
貿
易
自
由
化
の
新
た
な
枠
組
み
に
向

け
た
水
産
物
貿
易
対
策
の
強
化

　
貿
易
自
由
化
交
渉
に
お
け
る
本
道
漁
業
へ
の
影

響
を
回
避
す
る
こ
と

（
６
）
国
内
外
の
魚
価
維
持
・
向
上
に
向
け
た
各
種

流
通
対
策
の
推
進

①
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
の
制
度
拡
充
を
図

る
こ
と

②
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
、
魚
食
普
及
活
動
の

推
進
と
支
援
を
図
る
こ
と

決
議
案
第
２
号

漁
業
資
源
の
増
大
と
資
源
管
理
対
策
に
つ

い
て

（
１
）
資
源
増
大
に
向
け
た
諸
対
策
の
推
進

①
本
道
各
海
域
の
特
性
に
応
じ
た
栽
培
漁
業
等
の

推
進
を
図
る
こ
と

②
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
や
自
然
災
害
に

係
る
各
種
試
験
研
究
の
推
進

（
２
）
実
効
性
の
あ
る
資
源
管
理
の
推
進

①
T
A
C
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
管
理
制
度

に
お
い
て
、
各
海
域
の
実
態
に
見
合
っ
た
管
理

方
法
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

②
資
源
回
復
に
向
け
た
地
域
別
の
操
業
体
制
を
確

立
す
る
こ
と

　
決
議
案
第
３
号

漁
場
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

（
１
）
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
の
軽
減
と
支
援

の
拡
充・強
化

①
ト
ド
等
海
獣
類
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
実

効
あ
る
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

②
有
害
生
物
等
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ

イ
等
の
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、
ヒ
ト
デ
）
の
被
害
防

止
策
の
臨
機
対
応
と
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

③
ホ
タ
テ
付
着
物
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
対
策
の
推
進
を

図
る
こ
と

④
有
害
生
物
漁
業
被
害
総
合
防
止
対
策
事
業
の
拡

充
強
化
を
図
る
こ
と

購買 142

利用 1

特別 1

平成28年度事業別取扱計画

左から 山川さん、和泉さん
2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

0

（億円）

2,945

2,815

3,262

3,379

3,245

平成25年度 平成27年度平成23年度 平成24年度 平成26年度

市場扱 1,820

販売 2,756

総取扱計画

億円
2,900

製品扱 936
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特集2  第67回 ぎょれん通常総会

　

 

平
成
27
年
度
の
事
業
実
績

　
本
道
の
漁
業
生
産
は
、
需
給
動
向
を
反
映
し
た
浜

値
の
上
昇
に
よ
り
三
千
億
円
台
の
水
揚
げ
は
確
保
し

た
も
の
の
、
時
化
被
害
に
よ
る
ほ
た
て
の
大
減
産
、

加
え
て
対
象
魚
種
が
軒
並
み
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り

水
揚
げ
数
量
は
百
万
ト
ン
と
近
年
に
な
い
低
水
準
と

な
り
ま
し
た
。

　
水
揚
げ
の
減
少
に
加
え
、
ロ
シ
ア
二
百
海
里
サ
ケ

マ
ス
流
し
網
の
禁
漁
、
加
工
業
界
で
の
原
料
確
保
も

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
産
業
の
維
持
も
踏
ま
え
、

資
源
維
持
・
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層

加
速
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
流
通
面
で
は
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
円

滑
な
流
通
の
実
現
に
向
け
、
国
内
外
の
需
給
動
向
を

勘
案
し
た
各
種
流
通
対
策
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
基
幹
魚
種
の
う
ち
「
秋
鮭
」
に
つ
い
て
は
、
盛
漁

期
に
全
道
を
お
そ
っ
た
時
化
被
害
の
影
響
も
あ
り
、

前
年
並
み
の
十
万
六
千
ト
ン
の
水
揚
げ
と
な
り
ま
し

た
が
、
浜
値
が
需
給
動
向
を
反
映
し
高
水
準
と
な
り
、

金
額
は
前
年
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

　「
秋
鮭
」
製
品
の
消
流
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

国
内
の
需
給
調
整
機
能
を
果
た
し
て
き
た
中
国
向
け

輸
出
が
、
中
国
に
お
け
る
経
済
状
況
の
影
響
を
受
け

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
内
需
喚
起
に
加

え
、
海
外
搬
出
ル
ー
ト
の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
会
と
し
て
は
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
輸

出
や
生
鮮
流
通
の
拡
充
な
ど
各
種
対
策
を
実
施
し
、

流
通
の
安
定
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　「
ほ
た
て
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
時
化

被
害
に
加
え
噴
火
湾
地
区
の
へ
い
死
の
影
響
に
よ
り

前
年
を
大
幅
に
下
回
る
三
十
四
万
ト
ン
の
水
揚
げ
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
堅
調
な
輸
出
が
浜
値
を
け
ん

引
し
、
金
額
で
は
九
百
億
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
一
方
で
、
製
品
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
高
値
で
形

成
さ
れ
た
製
品
単
価
の
影
響
に
よ
り
国
内
消
費
の
減

退
が
一
層
顕
著
に
な
る
な
ど
課
題
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　「
昆
布
」
に
つ
い
て
は
、
天
候
不
順
に
よ
る
操
業

日
数
の
減
少
に
よ
り
生
産
数
量
が
一
万
六
千
ト
ン
台

ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
浜
値
に
つ
い
て
も
消
費
の

停
滞
に
よ
り
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
係
団
体
や
生
産
漁
協
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
回

復
に
向
け
た
試
験
事
業
を
継
続
し
実
施
す
る
と
と
も

に
、
全
道
を
挙
げ
て
異
物
混
入
防
止
に
向
け
た
啓
発

運
動
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
需
要
喚
起
に
向
け
た
各

種
宣
伝
・
普
及
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　「
一
般
魚
種
」
に
つ
い
て
は
、「
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
」

を
核
に
、
全
道
規
模
で
の
鮮
魚
流
通
加
工
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
強
化
を
図
り
、
魚
価
維
持
と
末
端
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
と
そ
の
販
売
に
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
以
上
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
本
会
販
売
事
業
取

扱
高
に
つ
い
て
は
、
計
画
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
購
買
事
業
の
う
ち
燃
油
に
つ
い
て
は
高
い
系
統
利

用
率
を
背
景
に
全
漁
連
と
も
連
携
し
、
仕
入
力
の
強

化
と
安
定
供
給
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
漁
業
資
材
に
つ
い
て
は
、
購
販
推
進
活
動
や

部
会
と
連
携
し
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
系
統
ブ
ラ

ン
ド
資
材
の
開
発
や
利
用
の
拡
大
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
購
買
事
業
の
取
扱
高
は
、
原
油
価
格
の
下
落
に
よ

り
燃
油
の
取
扱
金
額
が
減
少
し
、
計
画
・
前
年
と
も

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
指
導
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
政
活
動
を
引
き

続
き
強
化
し
、
全
漁
連
や
全
道
組
合
長
会
議
等
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
要
請
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、

会
員
と
と
も
に
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
努
め

ま
し
た
。

　
特
に
、
本
道
漁
協
系
統
を
挙
げ
て
要
請
し
て
い
た

漁
船
リ
ー
ス
事
業
が
実
現
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
後
ほ
ど
、
こ
の
事
業
推
進
に
あ
た
り
「
一
般
社
団

法
人
　
北
海
道
漁
船
リ
ー
ス
」
を
新
た
に
設
立
す
る

内
容
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
漁
政
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
組
合

長
会
議
の
決
議
実
行
経
過
で
報
告
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。

　
指
導
教
育
事
業
に
お
い
て
は
関
係
団
体
と
と
も
に

漁
協
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
関
連
会
社
に
つ
い
て
は
各
社
と
も
、
本
会
と

一
体
と
な
っ
た
事
業
推
進
を
図
り
ま
し
た
。
一
部
、

輸
出
環
境
の
急
激
な
悪
化
に
よ
り
㈱
ノ
ー
ス
コ
ー
プ

ぎ
ょ
れ
ん
が
苦
戦
し
た
も
の
の
、
残
り
９
社
は
黒
字

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
か
年
計
画
で
進
め
た
㈱
ぎ
ょ
れ
ん
室
蘭

食
品
の
閉
鎖
は
、
清
算
事
務
が
完
了
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

　
経
営
面
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
一
層
の
財
務
基
盤
強
化

に
努
め
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
平
成
27
年
度
の
総
取
扱
高
は
三
千

二
百
四
十
五
億
円
と
な
り
、
収
支
に
つ
い
て
は
当
期

未
処
分
剰
余
金
段
階
で
、
六
億
五
千
万
円
と
、
前
年

を
１
億
円
ほ
ど
下
回
る
業
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
剰
余
金
の
処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区

組
合
長
会
議
で
、
ご
了
解
を
頂
い
た
内
容
に
沿
っ
た

形
で
ご
提
案
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画

　
次
に
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
の
考
え
方
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
道
産
水
産
物
の
生
産
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

浜
値
上
昇
を
け
ん
引
し
て
き
た
輸
出
の
動
向
は
魚
種
、

輸
出
相
手
国
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
快
進
撃
を
続
け
て
き
た
ほ
た
て
も
、
こ
こ
に
き
て

輸
出
の
不
透
明
感
と
国
内
消
費
の
激
減
と
い
う
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
と
致
し
ま
し
て
は
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確

立
」
を
目
指
し
策
定
し
ま
し
た
「
中
期
事
業
推
進
方

向
」
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
こ
の
間
の
実
績
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
組
織
を
挙
げ
た
課
題
解
決
に
挑
戦

し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
販
売
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
基
幹
魚
種
を

主
体
に
国
内
外
の
需
給
動
向
を
充
分
見
極
め
た
中
で
、

関
連
団
体
と
の
連
携
を
深
め
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
、
浜
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
指
導
事
業
で
は
、
本
道
漁
業
の
持
続
的
発
展
の
た

め
、
資
源
増
大
管
理
対
策
や
漁
業
経
営
の
体
制
強
化

対
策
な
ど
、
先
程
の
全
道
組
合
長
会
議
で
確
認
さ
れ

た
決
議
事
項
の
実
現
に
向
け
、
組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
年
も
ま
も
な
く
半
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
情
勢
は
不
透
明

で
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
浜
と
の
連
帯
を
よ
り
強

固
な
も
の
と
し
な
が
ら
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り

切
り
、
将
来
と
も
に
魅
力
あ
る
本
道
漁
業
の
実
現
に

向
け
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
会
員
各
位
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
充
分
な
る
ご
審
議
と

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
崎
会
長 

挨
拶
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　漁
連
に
入
会
後
43
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
顧
み

ま
す
と
様
々
な
出
来
事
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
脳
裏
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。
な
か
で
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
は
巨
額
欠
損
を
抱
え
た
「
本
会
の
再
建
」
で
す
。
協

同
組
合
と
し
て
の
原
点
回
帰
が
大
き
く
問
わ
れ
ま
し

た
。
国
際
漁
業
規
制
強
化
・
石
油
危
機
・
輸
入
水
産
物

増
大
に
よ
る
魚
価
安
・
東
日
本
大
震
災
な
ど
幾
多
の
荒

波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
、
浜
が
一
枚
岩
に
な
っ
て
難

局
を
乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
全
道
の
浜
が
漁
協
系
統
組
織
に
総
力
を

結
集
す
る
こ
と
で
必
ず
や
立
ち
は
だ
か
る
課
題
を
克
服

出
来
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　将
来
に
わ
た
っ
て
魅
力
の
あ
る
本
道
漁
業
で
あ
り
続

け
る
よ
う
祈
念
し
退
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　昭
和
49
年
入
会
以
来
、
42
年
間
浜
の
皆
さ
ん
か
ら

の
温
か
い
ご
指
導
と
心
強
い
ご
鞭
撻
の
お
蔭
を
持
ち

ま
し
て
、
ぎ
ょ
れ
ん
マ
ン
と
し
て
無
事
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　利

尻
島
生
ま
れ
の
こ
と
も
あ
り
、
天
職
と
考
え
、

自
分
な
り
に
邁
進
し
ま
し
た
。
特
に
秋
さ
け
流
通
に

お
き
ま
し
て
、
岩
礁
に
乗
り
上
げ
る
危
機
を
皆
様
と

の
一
枚
岩
で
の
強
い
絆
に
よ
り
、
対
策
を
推
進
出
来

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
漁
業
の

益
々
の
発
展
と
浜
の
皆
様
一
人
一
人
の
更
な
る
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。　誠

に
有
り
難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

代表理事副会長
西　　英司

代表理事常務
重岡　德次

　「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
往
き
交
う
年

も
ま
た
旅
人
な
り
」
と
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
の

冒
頭
句
に
有
り
ま
す
通
り
、
道
漁
連
入
会
後
の
42

年
余
の
年
月
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
顧
み
ま

す
と
右
も
左
も
解
ら
な
い
道
外
出
身
者
の
私
が
、

細
い
道
で
在
っ
て
も
漁
協
系
統
役
職
員
の
一
員
と

し
て
歩
き
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
一
重

に
浜
の
皆
様
の
ご
厚
情
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　今
後
は
豊
か
な
海
を
孫
子
の
代
に
引
き
継
ぐ
為

の
皆
様
の
努
力
を
陰
な
が
ら
応
援
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
心
で
繋
が
り
な
が
ら
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　永
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

常任監事
水野　秀郎

退
任
す
る
役
員
か
ら
の
挨
拶
今
回
の
総
会
を
も
っ
て
、西
副
会
長
、重
岡
常
務
、水
野
監
事
が
退
任
し
ま
す
。

特集2  第67回 ぎょれん通常総会
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長

代
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事
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事
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務

代
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代
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藤
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大
坂
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夫

今

　
　
　隆

崎
出

　弘
和

本
田

　勝
実

本
間

　靖
敏

菊
池

　元
宏

安
田

　昌
樹

池
守

　
　力

市
山

　亮
悦

阿
部

　国
雄

岩
田

　廣
美

神
田

　
　勉

茅
野

　
　優

片
川

　隆
市

安
田

　順
一

風
無

　成
一

髙
桑

　康
文

村
上

　和
美

髙
橋

　敏
二

村
田

　
　昇

（
厚
岸
漁
協
）

（
根
室
漁
協
）

（
北
る
も
い
漁
協
）

（
古
宇
郡
漁
協
）

（
ひ
や
ま
漁
協
）

（
福
島
吉
岡
漁
協
）

（
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
）

（
え
り
も
漁
協
）

（
大
津
漁
協
）

（
雄
武
漁
協
）

（
猿
払
村
漁
協
）

（
北
海
道
機
船
連
）

（
常
呂
漁
協
）

（
根
室
湾
中
部
漁
協
）

（
鹿
部
漁
協
）

ぎ
ょ
れ
ん
の
新
執
行
体
制

鈴木参事

阿部参事

山口参事

営業第二部

営業第一部

加工食品部

伊藤参事

田中会計主任

斎藤参事

指導教育部

漁政部

北見支店

根室支店

稚内支店

日高支店

室蘭支店

釧路支店

函館支店

小樽支店

留萌支店

札幌支店

東京支店

大阪支店

仙台営業所

福岡営業所

田中会計主任兼務

営業企画部
中村部長

共販部

購買部
加瀬部長

阿部参事兼務

大谷内部長

鈴木参事兼務

斎藤部長

藤森部長

冨田部長

環境部
井下部長

田中支店長

藤江支店長

折戸支店長

秋山支店長

瀧波支店長

大潟支店長

浜西支店長

山谷支店長

大滝支店長

菊谷支店長

上村支店長

山口参事兼務 久保田所長

渡辺所長

（
平
成
28
年
6
月
16
日
時
点
）

総
会

理
事
会

正
副
会
長
会
議

安
田
常
務川

崎
会
長

佐
藤
副
会
長

崎
出
専
務

本
田
常
務

本
間
常
務

監事会
髙桑代表監事
村上常任監事
髙橋監事
村田監事

関連会社統括室

管理部

品質管理部

新井田室長

内部監査部
関部長

山田部長

監事室

南室長

総務企画部
伊藤参事兼務

菊
池
常
務

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会

ぎょれんの新機構図
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道漁青連 平成28年度第1回地区会長会議と
ぎょれん役職員との懇談会を開催

役員会に続き、ぎょれん役職員との懇談会が開かれました退任の挨拶をする國分会長

　
6
月
3
日（
金
）、ぎ
ょ
れ
ん
本
所
会
議
室
に
お
い
て
、北
海
道
漁
協
青
年
部
連

絡
協
議
会（
道
漁
青
連
）の
第
１
回
地
区
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、会
議
で
承
認
さ
れ
た
今
年
度
の
活
動
計
画
、任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
結
果
、そ
し
て
会
議
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
「
ぎ
ょ
れ
ん
役
職

員
と
の
懇
談
会
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
道
漁
青
連
の
平
成
28
年
度
活
動
計
画
は
、

「
①
仲
間
と
と
も
に
、
②
漁
協
・
系
統
と
と

も
に
、
③
社
会
と
と
も
に
」
を
基
本
方
針

に
据
え
て
、
仲
間
と
の
学
習
・
研
修
活
動
、

出
前
授
業
な
ど
の
組
織
活
動
、
漁
協
・
系

統
事
業
と
の
連
携
推
進
、
青
年
部
活
動
を

通
じ
た
生
産
・
経
営
安
定
・
安
全
操
業
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
の
枠
組
み
を
超
え
た
連
帯
の
輪
を

築
く
た
め
、
全
道
の
青
年
部
が
一
堂
に
会

す
る
全
道
大
会
を
今
年
も
開
催
す
る
ほ
か
、

道
内
４
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
行
う
ブ
ロ

ッ
ク
別
幹
部
研
修
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

左
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
新
役
員
体
制
の
下
、

若
い
力
で
本
道
漁
業
を
盛
り
立
て
て
い
き

ま
す
。

全道の青年部員が研鑽、親交を深める「全道大会」

工夫を重ねた「漁師さんの出前授業」は、通算21回を開催

　
懇
談
会
で
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
平
成
28
年
度

事
業
計
画
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
道
漁
青
連
役
員
か
ら
は
「
国
内
外
で
の

鮭
の
生
産
量
の
推
移
」
や
「
ほ
た
て
の
価
格

動
向
の
見
通
し
」
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、

冒
頭
か
ら
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
①
漁
船
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て
、

②
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
に
関
す
る
動
向
に

つ
い
て
、
③
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
規
制
の
動
向

に
つ
い
て
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
関
係
部
署
か
ら
の

解
説
と
質
疑
が
行
わ
れ
、
予
定
し
て
い
た
時

間
を
超
え
る
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

日　本　海

太　平　洋

オ ホ ー ツ ク 海宗

谷

留

萌

見

北

室

根

釧 勝

高

日

胆　　　　　振

島

渡

山

小 樽

桧

役員
改選結果

　任期満了に伴い、國分隼人会長（北見地区）、石井啓太副会長（宗谷地区）、成田学
監事（小樽地区）が退任されたのを受け、新たに、小笠原悠葵会長（留萌地区）、髙橋
良典副会長（釧勝地区）、菅原史大副会長（根室地区）、大谷永監事（宗谷地区）が選出、
盛田州秀監事（渡島地区）が再任され、新体制で青年部活動の推進に取り組みます。

道
漁
青
連
役
員
と

ぎ
ょ
れ
ん
役
職
員
が
情
報
交
換

地域の青年部活動を引っ張る
地区会長の皆さん

大谷　　永

宗谷地区
猿払村漁協

船木　智史

北見地区
佐呂間漁協

髙橋　良典

釧勝地区
大樹漁協

久保　重和

日高地区
ひだか漁協

盛田　州秀

渡島地区
鹿部漁協

成田　直広

桧山地区
ひやま漁協

中井　健太

小樽地区
石狩湾漁協

小笠原　悠葵

よし のりたか  はし

しげ かずく　  ぼ
まさ かずふく  しま

なお ひろなり　 た

けん   たなか   い

くに ひでもり    た

留萌地区
北るもい漁協

福島　正和

胆振地区
いぶり噴火湾漁協

菅原　史大

根室地区
羅臼漁協

和やかな雰囲気のなか、活発な意見が交わされました

小笠原新会長の横顔は、
次頁の「浜の家族物語」
でもご紹介しています。
ぜひ、ご覧ください。

◎会　長

◎副会長

◎監　事

小笠原悠葵（留萌地区）
髙橋　良典（釧勝地区）
菅原　史大（根室地区）
盛田　州秀（渡島地区）
大谷　　永（宗谷地区）

☆青年部員総数 2,517名 ※平成28年4月1日時点

ゆう   きお　がさ   わら

ふな   き さと   し ふみ  ひろすが  わら

おお  たに ひさし
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　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、北る
もい漁協の小笠原さんご一家です。
  
青年部活動を支える父の協力
　
　年間を通してほたて漁業を行う悠葵さん。春先
から続いた稚貝の採苗・出荷も終了し、今は成貝
の出荷と貝の入れ替え作業の真っ最中です。
　悠葵さんは、にしんや刺網の漁師だった祖父か
ら3代目。高校卒業後に鹿部の漁業研修所に入所
し、1年間みっちりと勉強しました。「資格が沢山
取れたのは本当に良かったです。全道に仲間がで
きたのも良かったですよ」と笑います。
　6月に全道漁青連の会長になった悠葵さん。26
歳の時に単協の青年部長になってからは、同年に
地区漁青連副会長、28歳の時は地区会長になりま
した。「これからは、漁業者以外の方にも青年部
をもっと知ってもらえるような取り組みがしたい
です。今、青年部活動と浜の仕事の両立には、父
が協力してくれているんです。理解があるので、
本当に助かってますね」と話してくれました。 
　

  良い貝を作るのが目標
　　
　地元、羽幌出身の香純さん。「子どものころに亡く
なった父もえびかご漁師でした」と話してくれました。
　長女の愛梨ちゃんは地元少年団のバレーボール
チームでレギュラーを務める小学5年生。きょうだい、
いとこたちの中で最年長という事もあり、面倒見の
良い頼れるお姉ちゃんです。次女の梨乃ちゃんは勉
強が好きな小学2年生。自転車に一人で乗れるように
なったしっかり者です。やんちゃ盛りの長男、幼稚
園の年長さんの悠星くんはほたてが大好き。既に冲
へも出たことがあり、漁師になりたいと言ってくれ
るそうです。
　夏にかけて、稚貝の分散作業や食育事業、お祭り
などで忙しい日々が続
く悠葵さん。「青年部
活動ももちろんですが、
日本海側は稚貝の生産
基地ですから、良い貝
を作ることを目標にこ
れからも頑張って行き
たいです」と力強く話
してくれました。

北るもい漁協 小笠原さんご家族
がさお わら

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【小笠原さんご一家】　小笠原 悠葵さん（32歳）、香純さん（31歳）、愛梨ちゃん（１０歳）、梨乃ちゃん（８歳）、悠星くん（５歳）

※悠葵さんの父・信彦さん、母・小百合さんと共に

あいり り  の ゆうせい

のぶひこ さ  ゆ  り

ゆうきおがさわら かすみ
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。夏はつらい暑さが続き、心身にこたえますね。今年の夏は、
そんな暑さを和らげるために玄関などに水をまいて、涼しい夏にしたい
ですね。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

「ピカッ！ゴロゴロ…」　
泳げない人の必需品
壁を塗る職人
スポーツ選手は○○○○能力が高い人が多い
鼻がムズムズすると出る　
これがいい人はピーンとくるらしい
桃太郎のお供になった鳥　　
田んぼと田んぼの間の細い道
わが子から「お父さん」と呼ばれる人
回り道  

「ヤッホー」と叫ぶと帰ってくる
スターは色紙にサラサラっと書く
医者が着ている　　
太陽に一番近い惑星
最近はパンツと呼ぶ
延べ棒と言えばこの金属

①
④
⑦
⑧
⑨
⑪
⑬
⑭
⑮
⑰
⑲
㉑
㉓
㉔
㉕
㉖

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

6月号の解答と当選者
ケッコンシキ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑥
⑧
⑩
⑫
⑭
⑯
⑱
⑳
㉒
㉓
㉔

雨のち晴れだとうっかり忘れちゃう
舌が担当する五感
硬式⇔
これが良い時は「ついているね」と言われる
お話では太陽に負けた
肉には赤、魚には白がお勧め
日焼けの後は○○・ソバカスになりやすい
黒山の人だかりのほとんどがこんな人
目は○○ほどに物を言う
ランチは奥さん手作りの○○○○弁当
約束の時間に遅れる
大入りで「○○○○御礼」
味噌や豆腐の原料
他球団にトレードすること
ブンブン飛んで人を刺すこともある昆虫
うんとも○○とも言ってこない

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

大橋　まみさん
小山下聖子さん
Ｍ ・ Ｆ さん
根室のイカ子さん
工藤みわ子さん

札 幌 市
函 館 市
別 海 町
根 室 市
紋 別 市
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02旬の味覚 春鮭鱒の魅力を伝えます

春鮭鱒のチラシを道内で配布しました
　6月11日（土）、北海道春鮭鱒普及協議会とぎょれんは
札幌、釧路、根室の北海道新聞の朝刊に、チラシ32万5
千部を折込み、春から初夏の味覚である時鮭・紅鮭・鱒
の「春鮭鱒」を印象付けました。
　今回のチラシは、ロシア200海里内でのサケ・マス流
し網漁業が禁止となったことを受けて、明治時代からの
漁の歴史を紹介するとともに、現在の窮状と長い歴史が
失われようとしていることを消費者に知っていただく内
容です。
　また、札幌まつりのご馳走として食べられてきたと言
われる時鮭の焼きびたしも紹介し、旬を味わう楽しみを
提案しています。

030

0

0

チラシは今月号にも折込んでいます。大きく時鮭を配置
し、印象に残るデザインです

040

0

0

01「道ぎょれん会　お取引先懇談会」が開催

道内外からのお客様と懇親を深めました

全国からのお客様をお招きして、盛大に開催されました

これからの北海道漁業に
ついて力強く語る川崎会長

今回は高橋はるみ北海
道知事にもご出席いただ
きました

　5月26日（木）札幌市で、ぎょれんが主催する「道ぎょ
れん会 お取引先懇談会」が開催され、全国から190社、
284名のお客様が参加されました。
　主催者を代表してあいさつした川崎会長は、北海道水
産業の厳しい状況に触れるとともに、「我々が自然を大き
く変えることはできないが、知恵や努力で水産物に付加
価値を付け、北海道の水産物を全国・全世界の消費者に
届けることはできる。育てる漁業と資源を守る漁業を一
層促進し、明るく力強い漁業を作り上げていきたい」と
述べました。
　続いて佐藤専務が「平成28年度 北海道ぎょれんの事
業方針」と題した説明の中で、ぎょれんの漁政事業、販
売事業、購買事業、宣伝・食育・広報事業等について紹
介しました。
　また、特別講演では経済財政諮問会議員等、国の要職
を務める、経済学者の伊藤元重氏により「当面の日本経
済について～アベノミクスの今後～」と題した講演が行
われました。
　懇親会では道産魚介類がふるまわれ、その美味しさに
舌鼓を打つとともに、和やかな雰囲気の中で懇親を深め
ました。
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　開会挨拶では、ぎょれんの佐藤副会長が、「湿気のある今日の天気は植えられる木にとって素晴らしい天気。
たくさん植えていきましょう」と挨拶しました。全道女性連の國分会長は、植樹参加者への感謝を述べると
ともに、「私達、女性部は全道で植樹に取り組んでいます。安心・安全な水産物を食卓に運び、孫子に豊かな
海を残すことを目標に、「100年かけて100年前の自然の浜を」をスロー
ガンとして活動していますが、これからも一歩一歩、地道に努力していき
たい」と今後の植樹活動への抱負を語りました。また、今回の植樹には道水
産林務部の職員も多く参加しており、水産林務部の飛田次長は「漁業者の
皆さんが植えた木はこれまでで100万本を超え、魚つき林として効果を発
揮し始めているところです。また、植樹活動の意義や木育についても普及
啓発に取り組んでおり、さらなる広がりを期待しています」と話しました。
　その後参加者は石狩北部森林組合の六角代表理事組合長から苗木の植え
方についての説明を受け、植樹を行いました。なお、この日の午後は雨と
なり、植樹直後の苗木にとっては、まさに恵みの雨となったようです。
　今回の植樹行事を始めとして、道内各地では植樹活動が行われており、
今年度も３万本以上の苗木が植樹される予定となっています。

まご　 こ

うお

もく  いく

りん

植樹本数２００万本へ向けて！

ぎょれん 佐藤副会長

道女性連   　國分会長

石狩北部森林組合
六角組合長（右）による植樹指導

　空は厚い雲に覆われ、少し肌寒さも感じられた5月31日（火）、当別町の道民の森には北海道女
性連や地区漁協組合長会議、地区漁協専務参事会、コープさっぽろ、農林中央金庫、道水産林務部、
ホクレン、道内の水産関係団体など２７団体から１４０名以上が集まりました。今年は過去最も多く
の参加者により植樹が行われ、ミズナラやイタヤ、ニレなど、７５０本もの苗木が植えられました。

今年も「お魚殖やす植樹運動」植樹行事が行われました
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　当管内は、6月6日にほたて稚貝の
出荷が全地区終了し、各地区次年度に
向けて動き始めています。6月17日か
ら増毛でなまこ漁が、6月20日から天
売・焼尻のうに漁がそれぞれ始まり、
今後7月1日までに各地区うに・なまこ
漁が本格化していく予定です。夏漁も
安全操業とともに、大漁であることを
祈念しています。

　ほたて漁は全地区にて本操業が始
まり、日本海地区では夏なまこ漁が解
禁となりました。利礼地区では6月上
旬にほっけ巻き網漁が終漁し、昨年を
上回る水揚げとなりました。また7月に
は全地区でうに漁が解禁となり、こん
ぶ漁も始まることから、夏の最盛期に
は天候に恵まれ、凪が続き豊漁となる
ことを願っています。

　オホーツク海も6月に入り、ようやく
暖かさが感じられるようになりまし
た。当管内ではかれい刺網漁、底建網
漁に加えて、ほたての本操業が始ま
り、水揚げも順調で浜はより一層賑わ
いを見せています。また、毛がにの自
主休漁も終わり、水揚げが再開され、
浜はさらに活気付きそうです。今後ま
すます忙しさを増しますが、安全操業
と大漁を願っています。

　貝殻島周辺における棹前こんぶ漁
が6月1日に解禁となりました。しか
し、悪天候が続き、初漁は6月4日の午
前6時に241隻が一斉に貝殻島を目指
し出漁しました。この日も天候が悪
かったため2時間ほどの操業ではあり
ましたが、水揚げ量は悪くなく、幅や
長さも良く生育は順調のようです。6
月20日現在は、悪天候が続いており、
6回（昨年同期11回）の出漁となって
います。今後の順調な操業による巻き
返しが期待されます。

　6月に入り、棹前こんぶ漁がスター
トしました。例年、天候の良い日を見
計らっての操業が行われていますが、
今年は特に雨が多く、出漁日数、操業
時間ともに計画通り達成されることを
願うばかりです。一方、日本200海里
内小型船さけ・ます漁は終盤を迎えて
います。漁期終了まで引き続き安全操
業を願っています。

　管内の春定置網漁は、時鮭・本鱒・青
鱒ともに水揚げが好調で、水揚げ量は
前年を大きく上回っており、過去3ヵ年
と比べても豊漁な年となっています。
また、春鮭鱒に加え、宗八・さばなど大
量に水揚げがあり、管内の浜は大いに
活気づいています。6月下旬より開始
されるこんぶ漁につきましても、低気
圧や台風の影響もなく、安定した天候
が続き、無事に操業ができることを祈
念しています。

　当管内の春定置網漁は、本鱒、時鮭
ともに数量が減少傾向にあり、例年よ
り早いペースで終息しそうです。代わ
りにぶりやまぐろなど新たな魚種も
入ってきていますが、例年に比べて全
体的に水揚げ数量は低調になる見込
です。一方、6月20日より噴火湾地区、
7月中旬から室蘭～鵡川地区で毛がに
漁が始まります。今後の生産者の安全
と大漁を祈願します。

　6月1日より道南に初夏を告げるい
か釣漁が解禁となりました。時化が続
き、初水揚げとなった6月4日の初セリ
では、生簀いかの水揚げが約200kg
あり、k@15,000円、発泡に入ったい
かで1箱50,000円のご祝儀相場価格
がつき、昨年を大幅に上回る価格でし
た。前浜一面を染める幻想的な美しい
漁火は、函館の季節限定夜景となって
おり、とても神秘的な光景です。

　ひやま管内では6月よりするめいか
漁が解禁となりました。漁開始当初は
発泡箱で約400～500ケースと少な
い水揚げが続いていましたが、6月半
ばに入ってからは2,000～3,000ケー
ス半ばと水揚げが少しずつ上向いて
きており、サイズは25～40尾のもの
が多く上場している状況です。函館
市内のスーパーでは、徐々にひやま
産するめいかが並ぶ姿を見受けられ
るのではないでしょうか。

大漁
祈願！ 　後志の春の風物詩である小女子漁

は平成25年以来となる管内水揚げ
800ｔを越える大漁で終漁しました。来
年も、今季と同様に後志産小女子を多
くの方々に味わっていただけるような
豊漁を期待したいところです。また、6
月からは各地で磯廻りのうに・なまこ
漁が順次解禁となりました。うにの実
入りが良い一方、なまこは昨年に比べ
中国の経済情勢や為替相場の円高推
移等の影響を受け、単価は昨年、一昨
年に比べ安値で推移しています。
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13ページの間違いさがしの答え
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皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん7月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

　②13ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

編集部からのお知らせ

〈宛先〉 7月20日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 営業企画部 広報担当

（ＦＡＸ） 011（281）8622
　　　　※FAX番号が変わりました。

（電子メール） info@gyoren.or.jp
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者
が
多
く
て

び
っ
く
り
!!
つ
か
み
獲
り
に
参
加
で
き

て
、最
高
で
し
た
。来
年
も
行
く
ぞ
！
今

か
ら
楽
し
み
♡

（
浦
河
町
　
加
々
美
マ
ミ
さ
ん
　
51
歳
）

７
月
か
ら
養
殖
昆
布
漁
が
始
ま
り
ま
す
。

猫
の
手
を
借
り
た
い
ほ
ど
忙
し
く
な
り

ま
す
。漁
が
終
わ
る
ま
で
大
き
な
時
化
も

な
く
、怪
我
が
な
い
よ
う
に
無
事
に
操
業

で
き
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
函
館
市
　
小
山
下
聖
子
さ
ん
　
62
歳
）

６
月
に
雪
が
降
っ
た
り
、５
月
に
は
30
℃

越
え
し
た
り
、体
も
服
も
つ
い
て
行
く
の

に
大
変
で
す
。

（
根
室
市 

根
室
の
イ
カ
子
さ
ん  

58
歳
）

今
年
の
３
月
で
生
徒
減
少
に
よ
り
、今
ま

で
子
ど
も
が
通
っ
て
い
た
学
校
が
閉
校
し

ま
し
た
。新
し
い
学
校
に
も
慣
れ
、楽
し
く
？

行
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
安
心
し
ま
し
た
。

（
別
海
町
　
Ｍ
・
Ｆ
さ
ん
　
46
歳
）

最
近
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。風
邪
等

引
か
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
小
樽
市
　
宮
古
登
美
子
さ
ん
）

　や
っ
と
札
幌
も
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

寒
い
時
期
は
、関
東
の
暖
か
さ
が
う
ら
や
ま

し
く
な
り
ま
す
が
、先
日
出
張
し
た
東
京
は

梅
雨
空
で「
の
し
か
か
る
」よ
う
な
湿
気
！
。

一
転
し
て「
北
海
道
に
い
て
よ
か
っ
た
」と
思

い
ま
し
た（
ゲ
ン
キ
ン
な
も
の
で
す
ね
）。こ

れ
か
ら
は
爽
や
か
な
青
空
の
下
、色
々
広
報

の
ア
イ
デ
ア
を
巡
ら
し
な
が
ら
、実
家
の

わ
ん
こ
と
散
歩
す
る
こ
と
も
増
え
そ
う
で
す
。

（
工
藤
）

　今
月
の
表
紙
と
浜
の
家
族
物
語
は
羽
幌

町
の
小
笠
原
さ
ん
で
す
。私
達
ぎ
ょ
れ
ん
の

職
員
は
、多
く
の
場
合
、入
会
後
最
初
の
研

修
と
し
て
留
萌
地
区
か
小
樽
地
区
で
稚
貝

の
検
品
作
業
を
行
い
ま
す（
私
は
天
塩
担
当

で
し
た
）。道
外
出
身
の
身
と
し
て
は
、初
め

て
見
た
北
海
道
の
海
や
星
空
、鹿
の
群
れ
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
　
　

（
矢
幡
）

編
集
後
記

〈
編
集
部
よ
り
〉

鮮
や
か
な
ハ
マ
ナ
ス
の
花
の
色
が
夏
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

家族の幸せを 一緒に背負う ライフジャケット

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om

 readers

タイトル：こうなご漁も終わった漁港の朝、
道花「ハマナス」の花が咲き誇っていました。

（島牧村　泉谷泰三さん　88歳）

今月の
1枚
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・鮭・・・4切れ(400ｇ)
・塩こしょう・・・少々
・酒・・・大さじ1
・小麦粉・・・
　　 大さじ1・1/2
・オリーブオイル・・・
　　　　　大さじ2
★焼き野菜
・玉ねぎ・・・1個
・なす・・・2本
・パプリカ(黄)・・・1個

【ソース】
・ドライバジル ・・・小さじ2
・水・・・小さじ3
・粒マスタード・・・ 大さじ1
・オリーブオイル・・・小さじ2
・白ワインビネガー・・・40㏄
・砂糖・・・小さじ1/3
・塩・・・小さじ1/4弱
・こしょう・・・少々

今回は「鮭のバジル＆マスタードソース焼き」を
ご紹介します。バジルの香りにマスタードを加えた
ソースで、少し大人な鮭の味を楽しめます。マス
タードの酸味がアクセントの一品です。白ワイン
ビネガーはお酢と白ワイン少々でも代用できます
よ。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp

北海道ぎょれん広報
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2016

Ⓐ

Ⓑ

鮭のバジル＆
マスタードソース焼き

バジルの香りとマスタードの酸味が食欲をそそる

浜のおかあさん

レシピ

鮭はうろこと骨を取り除いて、塩こしょうをし、酒
をふって１０分置く。
玉ねぎは輪切りで４等分にし、なす、パプリカは縦に
４等分しておく。
Ａを合わせて５分置いた後、Ｂと合わせ、ソースを
作っておく。
フライパンにオリーブオイル大さじ１を入れ、玉ね
ぎ、なす、パプリカの順に焼き、軽く塩こしょうをし
て皿に盛り付けておく。
①の鮭の水分を取り、小麦粉を薄くまぶす。
フライパンに残りのオリーブオイルを入れ、⑤の鮭
の両面をこんがり焼いて火を通し、③のソースを回
しかけてからめる。
④の皿に盛り付け、残ったソースをかけて出来上がり。

❶

❷

❸

❹

❺
❻

❼

作り方

7
2016
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斜里第一漁協

木村　恵子さん

特集
第54回 北海道漁業協同組合長会議
第67回 ぎょれん通常総会
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